
投資事業評価調書（継続：再評価）

部課室名 県土整備部土木局
地域道路室

記入責任者職氏名
（担当者氏名）

地域道路室長 中村 誠
（課長補佐県道係長 松田 智） 内線 ４３６２

(４３７６)

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 8.9 億円

事業種目 道路事業 道路改築事業

（一）明石
あ か し

高砂
たかさご

線

あ か し しふ た み ち ょ う ひ が し ふ た み
明石市二見町東二見 内用地補償費 6.6 億円

所 在 地 事業採択
年度 着工年度 完成予定

年 度
進捗率

(内用補進捗率)
約 58％

(約 79％）

明石市二見町東二見 H11 H11 H24 残事業費 3.8 億円

事 業 の 目 的 事 業 内 容

・東二見駅前に位置する本事業区間は、二見人工島へのア

クセスルートであること等から、通勤・通学時には、多

くの車両と駅利用者が集中しているが、歩道幅員１ｍ程

度と狭小なため、自転車の路肩走行や、歩行者の乱横断

が頻発するなど、歩行者・自転車にとって極めて危険な

状態が続いている。

・また、事業区間を含む東二見駅周辺地区は、「明石市交通

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想」において「準整備地区」に指定されて

おり、地域住民からは、駅改札口へ直結する歩道橋への

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置の強い要望が寄せられている。

・本事業は、これら交通安全上の課題を解決するとともに、

駅周辺のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化を促進するため、狭小歩道の拡幅と駅

改札口へ直結する歩道橋の改築およびｴﾚﾍﾞｰﾀｰを設置す

るものである。

道路改築事業 Ｌ＝185.0ｍ
歩道橋改築 １式

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ １基

【構造規格】４種２級 
【計画幅員】Ｗ＝6.0（16.0）m（2 車線＋両側歩道）

歩道橋（主桁部 27.4ｍ 昇降部 14.5ｍ w=3.0ｍ）

【現況幅員】Ｗ＝6.0（8.5）m
歩道橋（主桁部 14.0ｍ 昇降部 13.9ｍ w=3.0ｍ）

【計画交通量】13,900 台／日(H42) 
【現況交通量】14,361 台／日（H17 交通ｾﾝｻｽ）

（東二見駅乗降人員 平均約 8,200 人／日：Ｈ１８）

（横断歩道橋利用人数 580人／ﾋﾟｰｸ4h ）

事業を取り巻く 
社会経済情勢等

の変化

・H16 年８月に西二見駅が開業したが、現在の東二見駅利用人数は日平均約８千人と５千人

（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ新法：基本方針）を超えている。

・Ｈ１４年３月に策定された「明石市交通ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想」において、事業区間を含む東

二見駅周辺地区は「準整備地区」に指定されており、さらに、H19 年１１月からは、明石

市コミバスが事業区間内に停車するようになり、交通結節点としてのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備の必

要性が高まっている。

・このような中、H20 年３月末に明石市が駅北側に、同年８月には山陽電鉄が駅構内にそれ

ぞれｴﾚﾍﾞｰﾀｰの設置を完了しており、地元からは「利用の多い駅南側からのｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置」

の強い要望が寄せられている。

進捗状況
・平成 11 年度より事業に着手し、平成 20 年度末における進捗率予定は、用地買収 79％本

工事 16％である。（残用地については、Ｈ２１年度中に取得する予定である。）

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○安全安心の確保

○地域の活性化

・県・市および山陽電鉄が一体となり、鉄道で分断された南北両地区の一体化を図るととも

に、通学生をはじめとする歩行者・自転車の安全性を確保する。

・東二見駅周辺には公共施設や商店街が存在し、山陽電鉄の特急停車駅でもあることから、

当駅を中心とする地区は、市総合計画において「都市核」として位置付けられており、本

事業は、地域の活性化とﾊﾞﾘｱﾌﾘｰなまちづくりに寄与するものである。

(2)有効性・効率性 ・事業区間を含む東二見駅周辺地区は、現在、明石市が「まちづくり交付金事業」により整

備を進めているほか、山陽電鉄も駅舎のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化に取り組んできたところであり、これ

ら事業と一体となって、効率的なまちづくりを進める。

・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの管理については、市が北側ｴﾚﾍﾞｰﾀｰも含めて一体的に行う（県から市へ管理委託）

など協力体制が整っている。

(3)環境適合性 ・景観に配慮したﾀﾞｰｸﾌﾞﾗｳﾝ色の転落防護柵を横断歩道橋に設置する。

・歩道には透水性舗装を施工する。

(4)優先性 ・東二見駅舎及び北側駅前広場からのｴﾚﾍﾞｰﾀｰ新設を含めた自由通路のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化が完了して

おり、利用者の多い南側から駅へのｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置や歩道の早期整備が強く望まれている。

再評価
の結果 継続 左の理由

・事業の必要性は事業採択時より増しており、地域住民からも早期完成を望

む声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。

7～9
17～19 



事業進捗伏況概要図(継続:再評価)

事業名 道路事業 路線･河川名

全体

過去
10年間
(実績)

今後
5年間
(予定)

H11～20年度【事業費＝5.2億円】
・平成11年度より事業に着手し、平成20年度末における予定進捗率は、用地買収
79％、本工事16％である。

H21～24年度【事業費＝3.8億円】
平成22年度迄に用地買収完了予定
平成24年度全線完成予定

一般県道 明石高砂線

H11～24年度【事業費＝8.9億円】
道路規格 ４種２級 計画交通量 14,000 台/日
工事費 2.4億円､延長 L=185m 幅員 W=16m (両側歩道)

歩道橋 １式 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ １基
用地補償 6.6億円

・両側歩道の拡幅によ
る自転車・歩行者に対
する安全の確保
・歩道橋改築とエレ
ベーター設置による自
由通路の完全バリアフ
リー化
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道路改良

歩道橋架け替え

エレベーター設置工事

駅北側エレベーター
（明石市施行）
駅舎内エレベーター
（山電施行）
自由通路スロープ
（明石市施行）

当初設計
実施計画

H20H13

当初計画及び実施工程

■継続事業

H21H14 H15 H24H22 H23H19H16

関連
事業

H18

本工事

調査設計

用地補償

H17
年度

項目
H11 H12
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（一）明石高砂線 全体計画

現況写真

現況写真



事業箇所周辺状況

駅北駅前広場（明石市施工済）

駅北エレベーター（明石市施工済）

駅舎内エレベーター（山電施行済）



事業区間の交通事故状況（H11～H18）

凡例

H11年～18年の8年間で本
区間において28件もの負傷

事故が起こっています。

歩行者 対 車

自転車 対 車

原付 対 車

車 対 車

歩行者 対 原付

原付 対 原付

自転車 対 原付

路肩走行中の自転車対車
の事故が際立っていること
に加え、道路を乱横断する
歩行者対車の事故が多い。

道路を乱横断する歩行者 道路を乱横断する歩行者

路
肩
を

走
行
す
る
自
転
車



全体計画
H11～20

H21以降

凡例

（一）明石高砂線 道路改築事業 L＝１８５．０ｍ

自
由
通
路

歩道設置（南） L＝６５．０ｍ

（施工済）

歩道設置 L＝３５．０ｍ H22

歩道橋改築 １式

H22～23

エレベーター新設

H23～24

歩道設置（南） L＝８５．０ｍ

H20～21

歩道設置（北） L＝１０５．０ｍ

H22～23

歩道設置（北）
L＝８０．０ｍ

H20～21

東二見駅

駅舎内ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

（山電施工済）

二見小
学校

駅北エレベーター
（明石市施工済）

スロープ
（明石市施工）H23

明石

高砂
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標準断面図

交安事業で整備中

都市計画ライン
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